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主要成果 

 

 

 

［成果の内容］ 

栃木県から福島県南部にわたる 6 地域（図１）のそれぞれにおいて、農法の異なる水田

（有機栽培または殺虫剤を使わない減農薬栽培と殺虫剤などの農薬を使う慣行栽培）を選

定し、水生昆虫（ゲンゴロウなどのコウチュウ類、アメンボなどのカメムシ類、トンボ類

（ヤゴ））の種類および周辺（5km×5km の範囲）の環境を調べました。 
有機・減農薬栽培水田では、慣行栽培水田に比べて、コシマゲンゴロウやタイコウチな

ど多くの種類の水生昆虫がみられました。ただし、この違いが大きい地域と小さい地域が

ありました（図２）。 
そこで水生昆虫の種の違いに対する農法と周辺環境の影響を多変量解析により調べた

結果、周辺環境の影響が大きいことがわかりました（図３）。次に周辺環境と種数の関係を

解析したところ、周辺にため池が多い環境ほど水生昆虫の種数が多いことがわかりました

（図４）。ため池は、水田の休閑期や落水期に、水生昆虫の生息場所となります。 
これらの結果は、周辺にため池などの生息場所が多く、水生昆虫の種が豊富な地域ほど、

環境保全型農業の導入効果が高いことを示しており、環境保全型農業を効果的に普及する

ことに寄与すると期待されます。 
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有機・減農薬栽培は水田の水生昆虫にプラスの効果があり、

その効果は周辺の環境によって違う 

［要約］ 

有機栽培および殺虫剤を使わない減農薬栽培は、水田に生息する水生昆虫の種数を増や

す効果がありました。その効果の大きさは、水田周辺の環境によって違い、周辺にため

池など水生昆虫の生息場所が多く、種が豊富な地域で効果が高くなりました。 

［背景と目的］ 

水田は、水辺の生物にとって、重要な生息場所と言われています。農地やその周辺に生

息する生物を保全することなどを目的に、環境に配慮した農業（環境保全型農業）の普

及が図られています。しかし、このような農業が生物の保全にどのくらい効果があるの

か、またその効果は周辺の環境によって違うのかは、よくわかっていません。そこで、

これらのことを明らかにするために、水田の農法および周辺環境が水生昆虫の種数に及

ぼす影響を調べました。 
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図３ 水生昆虫の種の違い（種組

成）に及ぼす農法と周辺環境の影響 

周辺環境には、土地利用（水田、畑、 

河川・湖沼などの面積）およびため

池の数が含まれます。 

周辺環境は、農法の違いに比べて、

影響が大きいことがわかります。 

図４ 水田周辺のため池の数と

水生昆虫の種数の関係 

水田にいる水生昆虫の種数は、周

辺にため池が多い地域ほど多い

ことがわかります。この傾向は、

有機・減農薬栽培水田の方が顕著

です。 

コシマゲンゴロウ    タイコウチ 

塗りつぶし記号：有機・減農薬栽培 

白抜き記号：慣行栽培 

農法
（7.2％） 周辺環境（43.2％）

（土地利用、ため池数）

多変量解析（CCA）による結果

値は各要因の

相対的影響度

を示します。 
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図１ 調査地域 

栃木県と福島県南部の 6 地域

において、有機・減農薬栽培水

田および慣行栽培水田で調査

を行いました。たも網を用いた

水中すくい取り法により、6 月

に 2 回、各水田 2m™ 0.2m を 5

か所調査しました。 

図２ 農法が異なる水田における水生昆虫の種数

有機・減農薬栽培水田では慣行栽培水田より種数

が多く、この違いが大きい地域と小さい地域があ

りました。コシマゲンゴロウ（コウチュウ類）や

タイコウチ（カメムシ類）は有機・減農薬栽培水

田でよくみられました。 

種

数

0

5

10

15

20

25

30
有機・減農薬栽培
慣行栽培

A       B       C       D       E       F

0

5

10

15

20

25

30

0 10 20 30 40

種

数

周辺のため池の数

有機・減農薬栽培

慣行栽培

A
D

B
FE
C




